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これからの保育空間環境
子どもの主体性に着目
した空間づくり

3歳未満児期保育の重要性
近年1・2才児における保育所等利用率は
約5割1）にも及び、低年齢児から保育施設
等で集団生活を始める子どもが増え、3歳
未満児の養育環境として保育施設の空間
環境の”質”の重要性が相対的に高まりつつ
あります。一方、待機児童問題の解決に向け
て保育施設等の量的拡大が推進され、“保
育の質”をどのように確保するか、課題に
なっています。

「子どもの主体的な活動」を大切にした
保育への転換
保育所保育の基本的事項を定めた保育所
保育指針は、1990年改定から、保育者主
導による保育から「子どもの主体的な活動」
を大切にした保育、環境を通して行う保育
へと大きく転換しました2）。これは、保育者
の指示や指導を中心に展開される保育から、
子どもの主体性を尊重し、子どもが自発的
に関わりたくなるような環境を整え、子ども
を見守り援助する保育への転換となります。
この方針は現在も引き継がれており、保育
環境を考える上で重要な視点となっていま
す。では「子どもの主体的な活動」とは何を
さすのでしょうか？ 2017年保育所保育指
針改定を手掛けた社会保障審議会児童部
会保育専門委員会は3）、子どもの主体性は
遊びに限らず、食事や着替え、排泄などの生
活全体において発揮されるとしています。こ
のことから、子どもの主体的な活動には遊
びのほか、食事や身支度など（以下、基本的
生活習慣行為）も含まれ、またその年齢期の
子どもの主体性が発揮される姿4）を踏まえ
ながら、空間環境と子どもの活動の関係を

見ていくことが重要といえます。そこでここ
では保育の重要性が改めて認識される3歳
未満児のうち、保育所における1歳児クラス
の子どもを対象に「子どもの主体的な活動」
を建築環境によって、どのように援助するこ
とができるのか考察し、得た設計指針を紹
介します。

設計指針１：
基本的生活習慣行為に着目した空間構成
１歳児クラスの子どもは、身の回りのことを
自分でやりたい気持ちが芽生えてくる時期
です。食事や身支度などの場面において、子
どもが“自分でやりたい”という気持ちを保証
しつつ、待つ場面を少なくすること、すなわち 
“個”への対応と集団生活との両立が可能な
空間であることが、この時期の子どもが過ご
す保育空間には求められます。しかし、一般
に子どもの人数が増えるほど、個への対応は
難しくなるといえます。そこで私立認可保育
所4施設の１歳児クラスを対象に、クラス人
数規模により保育プログラムの流れ、子ども
と保育者の様子、空間の使われ方にどのよ
うな違いがみられるのか調査し、考察した結
果、「子どもの主体的な活動を大切にした環
境」の設計指針のうち、基本的生活習慣行

為に着目した空間構成に関するものは以下
の3点となりました。
❶子どもが待つ場面を減らす空間の工夫
子どもが「待つ」場面には、排泄など特定の
場所に利用が集中し順番待ちをする場面、
食事など子ども間で個人差が出やすい生活
行為において待つ場面などが挙げられます。
この子どもが「待つ」場面を減らす設計上の
工夫として、排泄や手洗いに使用する設備数
（便器や手洗い水栓の数）を多めにするか、
玄関の場合、クラス人数規模に合わせて靴を
履くスペース（例えば上框部の長さ）を用意
するといいでしょう。それが難しい場合は一
時的に小グループを編成し、時間差で玄関や
手洗い等を利用するなど、保育方法と合わせ
て空間の使い方を工夫することも待つ場面
を減らす上で有効といえます。

❷子ども一人一人に対応しやすい空間の工夫
クラス人数規模が20人以上の場合は特に
必要保育面積で保育室を1室とするよりも、
間仕切り壁等により、少なくとも3つ以上に
区切られた空間とするとよいでしょう。例え
ば食事から午睡への移行場面において、食
事―着替え―排泄―午睡とそれぞれ１空間
１行為で対応させることで、食べ終えた児か
ら順に場所を変えながら次の行為に移行で
き、互いに阻害されずに落ち着いた環境の
中で、子ども一人ひとりのペースに応じた保
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育が行いやすくなります。また発達状況にあ
わせた少人数グループの編成など、保育方
法の選択肢を増やすことにもつながります。

❸行為の流れと重なり方を視野に入れた平面計画
保育所での1日の生活の中で、行為の重なり
が最も多い昼食から午睡の移行場面におけ
る行為の流れと室の位置関係に着目し、各
園の空間構成をハブ型およびスライド型の２
つに分類しました。ハブ型では、午睡室内で
「着替え」「午睡」「排泄の順番待ち」などの複
数行為が行われ、順番を待つ間、布団のまわ
りを走り回る児の姿やそれを注意する様子
が観察され、落ち着いた環境の中で午睡へ
移行できていないことが確認されました。一
方スライド型では、「食事」「着替え」「排泄」
「午睡」と行為の流れに沿って利用場所を移
動し、1室内で異種の行為が同時に重なるこ
とがなく、各行為が互いに阻害されずに、落
ち着いた環境の中で行なえていることが確
認されました。このことから、食事から午睡へ
の移行場面に着目した空間構成において、午
睡空間の落ち着きを確保する為にはスライ
ド型が望ましく、特に近年目立ちつつある20
人以上のクラス人数規模では、同一場所で
同時に複数行為が重ならないよう平面計画
することが重要といえます。

設計指針２：
遊びの自発性・多様な身体活動を保証す
る外遊び環境
乳幼児期の子どもの心身の発達は相互関係
にあり、自発的な遊びを通して多様な運動や
動作を経験することが大切な時期であるこ
とから、自由遊びを通した子どもの身体活動
は発達上重要な役割を担っています6）。そこ
で私立認可保育所4施設の１歳児クラスを
対象に、「動作種類」「歩行数」「身体活動量

（活動強度）」の実態を調査し、外遊び環境
と子どもの身体活動の関係について考察し
た結果、「子どもの主体的な活動を大切にし
た環境」の設計指針のうち、遊びの自発性・
多様な身体活動を保証する外遊び環境に関
するものは以下の3点となりました。
❶園庭構成は「遊び庭型」が望ましい
園庭構成等のタイプによって引き出される
子どもの身体活動の特徴は異なることが確
認されました（表1）。保育所での生活の中で
身体活動の多様性を確保する視点から、1
歳児においても園庭等の外遊び環境は必要
であり、自発的な遊びを通して「動作種類」
「歩行数」「活動強度」など総合的に身体活
動経験の多様性が確保されやすいことから、
園庭構成は第一に自然豊かな「遊び庭型」
が望ましいといえます。
❷子どもの「遊びの自発性」を保証する工夫
安全が確保された中で、子どもが自ら遊び
を選び取る流れが確保されやすいことから、

保育者の手を借りずに遊ぶことのできる低
年齢児向けの遊具等を用意するとよいで
しょう。また草花や樹木などの自然物や、遊
具など園庭等内に物的環境の要素を豊か
にすることは、子どもの興味関心を引くきっ
かけとなり、遊びを通して多様な動作が引き
出されるほか、探索や歩行のきっかけにもつ
ながります。
❸園庭を有さない場合の外遊び環境の選び方
移動車に乗っている子どもにとって、散歩や
公園等への移動は歩行の機会になっていま
せん。1歳児は子ども間で発達の差が大きい
時期であり、それぞれの子どもの歩く力に
あった歩行の機会を用意するならば、戸外
活動は散歩だけで済ませるのではなく、園庭
や公園等での外遊びで歩行の機会を確保す
ることが望ましいといえます。また園庭がな
い場合、園庭構成により引き出されやすい身
体活動の特徴（表1）を踏まえて、保育のねら
いにあった公園等を利用するとよいでしょう。
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「子どもの主体的な活動を大切にした環境」と子どもの心身の発達の関係

【「子どもの主体的な活動を大切にした環境」の分析視点
 （3歳未満児）】

【子どもが待つ場面を減らす工夫】

自由遊び基本的生活習慣行為

子どもの主体的な活動を大切にした環境
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※保育環境評価スケール (ITERS-3)5）、保育所保育指針を参考に作成

■利用の集中・混雑に伴う「待つ」場面を減らす工夫

■個人差に伴う「待つ」場面を減らす工夫
3.( 昼食から午睡への移行場面について ) 食事― 着替え―排泄―午睡の場 とそれぞれ区切られた  
    空間を用意をする→食べ終えた児から順次、着替えなど、円滑に次の活動に移行することが可能

1. 排泄や手洗いに使用する設備数 ( 便器や
     手洗い水栓の数 ) を多めに用意

2. 玄関はクラス人数規模に合わせて靴を履く 
   スペース ( 上框部など ) を用意する

ウッドデッキなど園庭に直接アク
セス可能な、玄関以外の場所を用
意することも有効

一時的に少人数グループを編成し、時間差で利用す
ることも有効。このとき各グループがそれぞれ利用
可能な空間、居場所が用意されているとなお◎
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移動車に乗っている子どもにとって、散歩や
公園等への移動は歩行の機会になっていま
せん。1歳児は子ども間で発達の差が大きい
時期であり、それぞれの子どもの歩く力に
あった歩行の機会を用意するならば、戸外
活動は散歩だけで済ませるのではなく、園庭
や公園等での外遊びで歩行の機会を確保す
ることが望ましいといえます。また園庭がな
い場合、園庭構成により引き出されやすい身
体活動の特徴（表1）を踏まえて、保育のねら
いにあった公園等を利用するとよいでしょう。
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おわりに
ミサワホーム総合研究所では、今後も研究及び設計実績を積み重ね、子ども視点での保育空
間デザイン手法を確立していきたいと考えています。
本研究は、株式会社ミサワホーム総合研究所の学位取得制度により、日本女子大学家政学部住
居学科定行まり子教授の指導の下、学位論文としてまとめたものです。また、日本女子大学の倫
理審査委員会において、審査を受け承認を得ています（課題番号第298号）。
著者：ミサワホーム総合研究所 フューチャーデザインセンター 空間デザイン研究室　長谷川恵美

【子ども一人一人に対応しやすい工夫】

（表1）「 子どもの主体的な活動を大切にした環境」の視点から見た園庭等の環境構成別・子どもの身体活動の特徴

【行為の流れと重なり方を視野に入れた平面計画】

厚生労働省：保育所等関連状況取りまとめ（平成31年４月１日）
厚生省児童家庭局:保育所保育指針,株式会社フレーベル館,1990年
社会保障審議会児童部会保育専門委員会:保育所保育指針の改定に関する議論のとりまとめ,
高月教恵：保育現場における主体性の概念, 日本保育学会大会研究論文集 (50), pp.620-621, 1997
テルマハームス、デビィクレア、リチャードM．クリフォード、ノリーンイェゼジアン：新・保育環境評価スケール②０・１・２歳、埋橋玲子訳、法律
文化社、2018年
杉原隆編著、新版幼児の体育、建帛社、2000年
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例:1歳児クラス27名時の保育室の必要面積 27人×3.3m²/人=89.1m²以上

スライディングウォール等の使用が望ましい

保育室 (89.1 ㎡を 3分割 )保育室(89.1㎡で１室、分割なし)

少人数グループの編成など保育方法の選択肢を増やすことにもつながる

子ども 保育者 机

ハブ型に比べ保育者の人数を多く必要と
する、動線が長くなる

食事から午睡の行為の流れに沿って、行為
ごとに利用空間をスライド移動する

午睡に使用する室を中心点に、隣接する位
置にある食事室とトイレを行き来する

午睡 排泄 着替 食事

保育者が 1 か所 (1 室 ) で同時に複数行為
に対応しやすい、動線が短い

1スペース・1行為の対応関係であるため、
落ち着いた環境の中で 着替えや午睡に入
ることが可能。
子どもが待つ場面も比較的少ない。

午睡室で複数行為 ( 着替え / 午睡 / 排泄の
順番待ち ) が混在し午睡環境の落ち着きが
確保しづらい
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同室2０人以上時は特にスライド型が◎

・比較的広さのある平坦なグラウンド部
を有する。
・地面は土やコンクリート等。
・遊具等は、グラウンド部の周辺部に配
置される。

・平坦なグラウンドかつ地面が芝生や人
工芝で全面覆われている。
・遊具等が設置されていない

・住宅街や緑道の中を歩く

園庭構成
タイプ

対象例
D園園庭 Ｂ園園庭（東・西側）
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歩行数

活動量

遊びの自発性

遊びの特徴

・3歳未満児が使用できる遊具がない場
合、ボール等の道具類に工夫が必要。

・砂場において、操作系の動作種類が充
実する。

・自然物を使った操作系の遊び、虫等
を観察する姿が見られる。
・園庭内を自由に探索する姿がみられ
る。
・目的物となる要素が多いため、時間の
経過とともに場所を移動して別の遊び
を始める姿が多く見られる。このため、
歩行数が比較的多い。

・行動範囲がネットフェンス等で仕切ら
れており、自由に行き来できる。
・自然物がないため、走る、歩くといった
移動系の動きに特化されやすい。
・地面に寝転ぶ、はうなどの遊びが見ら
れる。
・保育者の働きかけ（鬼ごっこ、シャボン
玉）、ボールの使用等の工夫が必要。

・自然物や風景についての会話ややり取
りがみられる。
・自然物に手を伸ばす、触るなど。
・安全が確保されない場所、歩行が完成
していない児は、移動車を使用する事が
多い。（歩行、運動の機会にはならない）
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◎
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×

○※歩行児に限る

◎※歩行児に限る

○※歩行児に限る◎（高強度運動）

○※草花・植栽が経路にある場合

○(遊具構成による）

○(遊具構成による）

○(遊具構成による）

○ ○

○ ○
○ ◎

○

○ △

△△

・平坦なグラウンド部が狭い、あるいは
有さない。
・草花や樹木などの自然物が豊富で、点
在して配置される
・遊具等は、園庭の周辺部に限らず、真
ん中など、様々な位置に配置される

グラウンド型 遊び庭型 フットサル型 散歩


